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平成 24年度　町長施政方針

平成 24 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧
　

本
年
は
、
私
に
と
っ
て
町
長
の
任
期
４
年

目
、
最
終
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
の
二
代
目
町
長
に
就
任
以

来
、
議
員
各
位
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
常
に
財

政
の
健
全
化
を
念
頭
に
「
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、

諸
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
金
融
資
本
市
場
の
危
機
に
よ
る
世
界

経
済
の
弱
体
化
、
劇
的
な
政
権
交
代
、
そ
し

て
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、
さ
ら
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
府
債
務
の
動
揺
や
急
激
な
円

高
な
ど
…
ま
さ
に
歴
史
的
な
出
来
事
が
国
内

外
で
続
き
、
現
下
の
我
が
国
は
先
行
き
の
見

え
な
い
不
透
明
感
で
あ
ふ
れ
、
非
常
に
憂
慮

さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
私
は
、
合
併
時
の
懸
案
事
項
を
滞
り
な

く
完
了
さ
せ
た
中
本
前
町
長
の
後
を
う
け
、

財
政
の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
で
、

小
中
学
校
や
病
院
の
耐
震
化
、
拠
点
避
難
施

設
へ
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
そ
し
て
子

育
て
支
援
の
充
実
な
ど
住
民
生
活
に
密
着
し

た
事
業
や
、
町
陸
上
競
技
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
整
備
、
そ
し

て
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
事
業
を
通
じ
て

の
交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
目
指
す
「
賑
わ

い
の
創
出
」
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
過
疎
自
立
促
進
計
画
、
そ
し
て

平
成
23
年
度
か
ら
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
精
い
っ
ぱ
い
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

人
口
の
社
会
減
に
歯
止
め

　

先
の
国
勢
調
査
で
は
10
・
８
％
人
口
が
減

少
す
る
な
ど
、
少
子
・
高
齢
化
は
依
然
と
し

て
進
行
し
て
お
り
、
決
定
的
な
打
開
策
を
見

い
だ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
動
き
が
少
し
ず
つ
芽
吹
き
は

じ
め
、
人
口
の
社
会
減
に
歯
止
め
が
か
か
る

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
就
任
当

初
か
ら
の
取
り
組
み
を
軌
道
に
乗
せ
る
と
と

も
に
、
よ
り
力
強
く
加
速
さ
せ
、
周
防
大
島

町
が
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
る
た
め
に
粉
骨

砕
身
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

中
期
的
な
財
政
運
営
に
一
定
の
め
ど

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
22
年
度
決
算

で
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
自
由
度
を
示
す
経

常
収
支
比
率
が
合
併
後
初
め
て
80
％
台
と
な

る
な
ど
、
現
時
点
の
試
算
で
は
中
期
的
な
財

政
運
営
に
一
定
の
め
ど
が
立
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
町
税
収

入
の
伸
び
も
期
待
で
き
ず
、
ま
た
平
成
27
年

度
か
ら
合
併
支
援
措
置
の
段
階
的
な
縮
小
が

は
じ
ま
り
、
将
来
的
に
一
般
財
源
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
で
は
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
財
政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
任
期
最
後
の
当
初
予

算
と
な
り
ま
す
平
成
24
年
度
予
算
を
、
仕
上

げ
の
予
算
と
位
置
づ
け
、「
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
積
極
果

敢
に
町
政
運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健

康
診
断
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
始
め

と
す
る
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」、
東
日
本

大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ

る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
の
「
防
災
対

策
の
充
実
」、
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
、

空
き
家
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
「
定
住
促
進
事
業
の
推
進
」
の
３
つ
の

事
業
を
重
点
課
題
と
し
、
最
大
限
の
予
算
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。

①
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
町
民
健
康
福
祉
大
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
健
康
診
断
の

重
要
性
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
事
務
所
を
設

置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
、
介
護
、
医
療

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

検
診
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
が
ん
検
診

推
進
事
業
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診
を
推
進
事

業
に
位
置
づ
け
、
５
歳
刻
み
で
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
受
診
率
を
高
め
、
が

ん
の
早
期
発
見
を
図
り
ま
す
。

　

初
の
試
み
と
し
て
脳
ド
ッ
ク
検
診
事
業
で

も
、
40
歳
か
ら
60
歳
の
５
歳
刻
み
到
達
者
に

受
診
を
促
し
、そ
の
費
用
の
４
分
の
３
（
２
万

円
）
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
40
歳

町の存在感を発揮し続けるために


